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米国株 MARKET PICK UP 
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前週終値 8月29日 8月30日 8月31日 9月1日 9月2日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 18,502.99 18,454.30 18,400.88 18,419.30 18,491.96

騰落幅 +107.59 -48.69 -53.42 +18.42 +72.66

S&P500 2,180.38 2,176.12 2,170.95 2,170.86 2,179.98

騰落幅 +11.34 -4.26 -5.17 -0.09 +9.12

ナスダック総合指数 5,232.33 5,222.99 5,213.22 5,227.21 5,249.90

騰落幅 +13.41 -9.34 -9.77 +13.99 +22.69

+0.52%

+0.50%

+0.59%

18,395.40

2,169.04 +10.94

+96.56

+30.985,218.92

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 17.5 3.2 2.6%

S&P500 18.5 2.9 2.1%

ナスダック総合指数 22.5 3.6 1.2%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2016年9月2日時点）

 先週の米国株式市場－堅調な米経済への期待などから上昇－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国株式市場は、ダウ平均が週間で

96ドル高となるなど主要3指数が揃って上

昇しました。米経済は堅調に成長しているこ

とへの期待などから株が買われました。2日

に発表された米雇用統計は市場予想をやや

下回ったものの、早期利上げ実施は変わらな

いとの見方から米金利は上昇傾向となりま

した。 

 

米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と騰落レシオの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

 

  

 

  

 

 

 

＜上昇＞ 

ダウ平均採用の 30銘柄中 21銘柄が上昇しました。追加利上げが近づきつつあるとの思惑か

らゴールドマン・サックス（GS）と JPモルガン（JPM）の金融 2社が買われました。また、

ウォルマート・ストアーズ（WMT）は 7,000人規模の人員削減に踏み切ると伝わりコスト削減

期待から買われています。 

＜下落＞ 

ナイキ（NKE）やキャタピラー（CAT）、ウォルト・ディズニー（DIS）など 9銘柄が下落しま

した。 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン
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ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

INTC ｲﾝﾃﾙ 2.3

GS ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1.9

JPM JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 1.9

WMT ウォルマート・ストアーズ 1.9

V ﾋﾞｻﾞ 1.8

VZ ﾍﾞﾗｲｿﾞﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 1.6

CSCO シスコシステムズ 　　　 1.5

TRV トラベラーズ･カンパニーズ 1.5

MCD ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 1.2

KO ｺｶ･ｺｰﾗ 0.8

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値上がり率ランキング（8/29-9/2）

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

NKE ナイキ -1.7

CAT ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ -1.2

DIS ウォルト･ディズニー -0.8

BA ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ -0.8

MSFT ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ -0.6

CVX ｼｪﾌﾞﾛﾝ -0.4

UTX ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ -0.4

PFE ファイザー -0.1

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -0.01

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値下がり率ランキング（8/29-9/2）
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今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

非農業部門雇用者数 8月 +15.1万人 市場予想 +18.0万人 前月 ＋27.5万人 

平均時給（前年比） 8月 +2.4％ 市場予想 +2.5％ 前月 +2.7％ 

 

8月分 ISM非製造業景況指数 市場予想 55.0 前月 55.5 

6日に ISM非製造業景況指数が発表されま

す。先に発表された製造業景況指数は 49.4と

前月の 52.6から大幅に悪化し、半年ぶりに改

善と悪化の境目となる 50を下回りました。 

市場予想では非製造業指数も前月の55.5か

ら小幅に悪化して55.0まで低下するとみられ

ています。 

2日に発表された雇用統計は、全般的に前月

から横ばいまたは悪化して市場予想をやや下回

る微妙な内容でした。非農業部門雇用者数は前

月差 15.1万人増と前月から伸びが低下し市場

予想の 18.0万人増を下回りました。これによ

り 6－8月の 3ヶ月間の雇用者数の伸びの平均

は 23.2万人、1－8月の平均は 18.1万人とな

っています。平均時給の伸びもやや弱く 8月は

前年比 2.4％増と市場予想の 2.5％増を下回っ

ています。8月の雇用統計は全般的に「現状維

持からやや悪化」と言った内容で、9月に利上

げが実施されるか非常に判断に迷う極めて「微

妙な」結果だったと言えそうです。 

（出所)トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成

非農業部門雇用者数と失業率
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（出所)トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成
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先週のマーケットビューでは雇用統計が堅調であれば 9月の連邦公開市場委員会（FOMC）で利

上げが実施されるとの思惑が高まり、米金利の上昇とドル高を招きやすそうと記しました。雇用統計

はやや微妙な結果でしたが、概ね想定通り米金利は上昇基調となり円安ドル高が進みました。 

今週も引続き9月の FOMCで利上げが行われるかという思惑がマーケットを動かすことになりそ

うです。材料としては、6日の ISM非製造業景況指数、労働市場情勢指数（LMCI）、7日の地区連

銀報告（ベージュブック）などが注目されます。また、金融政策の現状維持が予想されているものの、

8日の欧州中央銀行（ECB）政策理事会も大きなイベントです。 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 
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マーケットビュー－引き続き利上げを巡る思惑が重要に－ 


